
日　時： 3月12日（木）13：30～17：00

場　所： グランドメルキュール札幌大通公園　

２階「リージェントホール」

（札幌市中央区北1条西11丁目）

参加者： 87名（申込95名）

共　催： （一社）日本造園建設業協会北海道総支部

一般社団法人北海道造園緑化建設業協会

HOKUZOUKYOU NEWS

総務委員会

令和7年度（第38回）植生技術講演会

主催者挨拶 畑山副会長 閉会の挨拶 渡邉植生委員長 司会 松坂植生副委員長

会場の様子



【第1部】 「ドローンを用いた緑化と植物調査および環境変動と植物の生育」

講　師：中村　彰宏 氏 （大阪公立大学　農学研究科　

緑地環境科学専攻　准教授）

≪講演要旨≫

幅広い分野で活用が進んでいるドローンは、緑化や植物調査でも利用され始めています。緑化に用いら

れる機種、種子が含まれる散布体や散布装置などのハード面と、操縦・飛行計画、GIS利用できる歪みの

ないオルソ画像作成方法、活性評価等のソフト面についてをご紹介いただきました。

　また、野外での植物調査で利用できる、スマホ上で動くデジタル野帳（データベース）の作成・使用方法に

ついての解説、さらに緑化の成否、植物の成長や枯死に大きく影響する夏季の乾燥状態の評価として、全国

63地点および北海道140地点の日別降水量から求めた乾燥指標を用いて、乾燥しやすい地域や長期的な乾燥

傾向の変化も紹介していただきました。

【第2部】 「新時代の法面緑化の計画・設計・施工・管理」

講　師：吉田　寛 氏 （東興ジオテック㈱　常務執行役員技術本部長）

（東京農業大学　農学部非常勤講師）

≪講演要旨≫

最近の法面緑化にまつわるトピックに、生物多様性国家戦略2023-2030に生物多様性が直面する

第3の危機（人間により持ち込まれたものによる危機）として「例えば、緑化における輸入種子由来の

ヨモギやコマツナギの使用など、在来種の自然分布域内に遺伝的形質の異なる集団に由来する同種個体

が人為により導入されることによる遺伝的攪乱も懸念されている。」と明記されたことがあげられます。

　国家戦略に謳われているネイチャーポジティブの実現に向けた新時代の法面緑化では、外国から輸入さ

れた在来種（外国産在来種）は使用せず、緑化工事の計画または設計段階で現場ごとに設定される緑化

水準に応じて、従来から使用されてきた「外来牧草類」、国内で採種された「国内産在来種」、あるいは

一定の地域固有の遺伝子を共有する「地域性種苗」を使い分ける計画・設計・施工・管理が求められます。

　本講演では、日本緑化工学会の「生物多様性保全のための緑化植物の適切な取り扱いの実現に向けた

提言2019」、この提言の実現に向けてとりまとめられた「生物多様性に配慮した緑化植物の取り扱い方

第1部 中村 彰宏 講師 講演の様子



に関するガイドライン2023」、そしてこうした法面緑化を取り巻く社会の変化と技術の進歩を踏まえて

2024年に改訂された全国特定法面保護協会の「のり面緑化工の手引き（改訂版）」に示された、法面緑

化の計画・設計・施工・管理方法について解説していただきました。

2025年度 若手経営幹部研修会 新潟・群馬視察研修 

日造協地域リーダーズ勉強会・見学会への参加

日　時： 3月12日（木）～15日（日）2泊3日

場　所： 新潟・群馬　他

参加者： 10名

行　程：

【3月12日（木）】

新千歳空港出発（10：40）

⇒新潟空港⇒白山公園⇒天寿園⇒旧齋藤家別邸庭園

⇒宿泊（新潟）

【3月13日（金）】

新潟駅（新幹線）⇒高崎駅（JR）⇒太田駅

⇒日造協地域リーダーズ勉強会≪講演会①、②・ワークショップ・交流会≫

⇒宿泊（群馬）

講演の様子第2部 吉田 寛 講師

若手経営幹部研修会 新潟・群馬視察研修

白山公園にて集合写真

天寿園 天寿園（日本庭園） 旧齋藤家（ガイドさんからの説明）



【3月14日（土）】

日造協地域リーダーズ勉強会

≪見学会（㈱山梅・㈲新田ナーセリー・群馬県立金山総合公園[ぐんまこどもの国]）≫

≪見学会（バスケット観戦　群馬クレインサンダーズVSアルバルク東京）≫

⇒宿泊（群馬）

【3月15日（日）】

太田駅（JR）⇒高崎駅（新幹線）⇒新潟駅（リムジンバス）

⇒新潟空港⇒新千歳空港到着（16：00）

※ 後日、視察研修報告書を北造協HPに掲載いたします。

日　時： 3月19日（木）15：30～

場　所： 太平洋興発ビル6階　会議室

審議事項： 1 令和8年度　事業計画（案）について

2 令和8年度　収支予算（案）について

3 定款の一部改正について（案）

4 常勤役員の報酬等規程の一部改正について（案）

報告事項： 1 北造協創立50周年記念事業について

第2回 理事会

地域リーダーズ総リーダー 廣部氏 講演会の様子 ワークショップの様子

㈱山梅 視察の様子 ㈲新田ナーセリー 視察の様子 バスケットボール観戦



第2回　企画調整会議

日　時： 3月4日（水）15：00～

場　所： 太平洋興発ビル　6階会議室

議　題： 1 令和8年度　事業計画（素案）について

2 令和8年度　収支予算（素案）について

3 北造協創立50周年記念事業について

4 その他（今後の日程について）

第3回　植生技術委員会

日　時： 3月11日（水）14：00～

場　所： 太平洋興発ビル　6階会議室

議　題： 1 北海道及び開発局に対しての種子配合の

確認と協会の意向のとりまとめについて

2 植生施工管理技士資格証の変更に

対する発行について

3 「一般社団法人　自生種研究会」からの依頼について

4 その他

現場代理人研修会（札幌支部）

日　時： 3月5日（木）14：00～

場　所： 太平洋興発ビル６階　会議室

参加者： 会員40名

内　容： 1 ≪講演1≫【安全管理について、その他最近の工事関係の話題提供】

札幌市 建設局 みどりの推進部 みどりの推進課 造園二係長　橘　則行 氏

2 ≪講義2≫【工事成績評定の動向と今後に向けて】

札幌市 財政局 工事管理室 技術管理課 測量検査担当係長　秋間　隆  氏

3 質疑応答

3月 各支部の事業報告

3月の会議

会場の様子



「第8回北海道・街路樹フォトコンテスト」にたくさんのご応募（122作品）をいただきまして、

ありがとうございました。

審査を行った結果、優秀賞2点（一般の部1点、U-18の部1点）、入選8点（一般の部5点、

U-18の部3点）、佳作8点（一般の部5点、U-18の部3点）が選ばれました。

【一般の部】

≪優秀賞≫ 彩りの秋　/　平田 和治 様

撮影者コメント： 晴れ渡る朝の青空と黄色く色付いたいちょう並木。

人通りも車も少ない早朝を狙って撮影しました。

（撮影場所：音更町）

≪入選≫ 緑のトンネルを抜けて/滝口 和宏 様 ≪佳作≫ 風光る並木道/佐竹 輝昭 様

岩内岳をのぞんで/おだじー 様 その先に/小島 由聖 様

風をまとう並木道/大岡 寛治 様 黄と緑が織りなす道/奥谷 忠浩 様

市川事業副委員長と畑山副支部長 札幌市の講師2名 講演の様子

フォトコンテスト審査結果



秋色に染まる/北山 一男 様 キャラクターは多様/原　聡彦  様

坂と海と、函館の物語/有我 瑠美子 様 街路樹が造る田園風景/井上 貴央 様

【U-18の部】

≪優秀賞≫ 緑のトンネルを抜けた先には・・・　/　熊谷　大翔 様

撮影者コメント： 左右のバランスが良くなるように構図を工夫しました。

（撮影場所：八雲町）

≪入選≫ 秋の散歩道/川角 芽生 様 ≪佳作≫ 白いこころーど/内木場 美羽 様

灯木（あかしぎ）/後藤 利邦 様 煉瓦街道/山本 流儀 様

落ちるのは悪いことじゃない/高田 清史郎 様 サッカーへ向かう道/山田 堯仁 様

令和8年　合同安全大会（北海道造園緑化関係団体連絡協議会）

日　時： 3月16日（月）14：00～

場　所： 札幌市産業振興センター　2FセミナールームA

講　演： 「造園業における労働災害防止対策」

札幌中央労働基準監督署　石田　有史 氏

参加者： 来賓3名、講師1名、会員80名（幹事、事務局11名を含む）

主　催： 北海道造園緑化関係団体6団体

なお、受賞作品の発表は当協会のホームページで、公開中です！是非ご覧ください。

　北造協ホームページ　⇒　http://www.hokuzoukyou.or.jp/

関係行政機関・団体の事業報告



安全標語入選作

報告すべき事項はございません

佳　作 　入選数：10件 --- ---

優秀賞 0
ゼロ

 災で　みんなの顔も　０
マル　

 くなる
㈱グリーンメイク

ハラダ
仙北谷 聡子 氏

優秀賞
あせらずに　一つひとつを確かめて
丁寧作業が　事故防止

日本体育施設㈱ 金田　隆弘 氏

真鍋　昌弥 氏

優秀賞
枝一本　切る手に込める　安全確認
急がぬ作業が　プロの技

㈱岩本石庭 生出　学 氏

賞 入　選　作　品 会　社　名 氏　名

最優秀賞 注意すべきは手足元　用意すべきは緊張感 ㈱真鍋造園

北造協同好会からの事業報告

会場の様子講話 労働基準監督署 石田氏真鍋氏による安全宣言

安全標語 入賞者の皆さん 安全標語 入賞者の皆さん安全標語 最優秀賞 真鍋昌弥氏 表彰

開会のあいさつ 嘉屋大会長 来賓の皆様 大会役員の皆様



令和8年度　植生施工管理技士研修会

日　時： 4月7日（火）～8日（水）

場　所： かでる2・7　1010、1020、1030会議室（中央区北2条西7丁目）

令和7年度　会計監査

日　時： 4月7日（火）13：30～

場　所： 北造協　事務室

第1回　理事会

日　時： 4月10日（金）15：20～

場　所： 太平洋興発ビル６階　会議室

令和8年度　新入社員研修会

日　時： 4月15日（水）～17日（金）通い3日間

場　所： 太平洋興発ビル　6階会議室

令和8年度　定時総会・50周年記念式典・祝賀会

日　時： 5月15日（金）

場　所： 札幌パークホテル

合同委員会（札幌支部）

日　時： 4月10日（金）13：30～

場　所： 太平洋興発ビル６階　会議室

第1回　幹事会（札幌支部）

日　時： 4月20日（月）15：30～

場　所： 太平洋興発ビル６階　会議室

令和8年度　定期総会（札幌支部）

日　時： 5月12日（火）15：00～

各地区の事業（予定）

今後の予定（日程順）



場　所： 太平洋興発ビル６階　会議室

役員・幹事会（日造協 北海道総支部）

日　時： 4月13日（月）15：30～

場　所： 太平洋興発ビル６階　会議室

令和8年度　定期総会（日造協 北海道総支部）

日　時： 5月8日（金）16：00～

場　所： 札幌パークホテル

報告すべき事項はございません

報告すべき事項はございません

報告すべき事項はございません

報告すべき事項はございません

一部を除き、電子メールで配信しております。

今回は、3月1日～3月31日までを掲載します。（未読の受信メールもご確認下さい。）

① 「北造協ニュース」第257号　送信・HP掲載　

（北造協より）

② 令和８年「植生施工管理技士研修会」の開催について（案内）

（北造協より）

北造協 会員数　　（3月31日現在　正会員69社/特別会員8社/賛助会員7社）

3月2日

3月2日

会員の異動等

北造協同好会（予定）

関係行政機関・団体の事業（予定）

会員の慶弔等のお知らせ

社名及び代表者等の変更

インデックス



③ 【北海道庁】技能労働者の適正な賃金水準の確保について

（北海道建設部建設政策局建設管理課より）

④ 入契法の改正に伴う工事費内訳書記載内容に係る取扱いについて

（北海道建設部建設政策局建設管理課より）

⑤ 「高年齢者の労働災害防止のための指針」及び「個人事業者等の安全衛生対策」に

（北海道労働局より） 係る周知について

⑥ 第32回全国花のまちづくり恵庭大会の開催について

（恵庭市役所より）

⑦ （一社）日本樹木医会北海道支部講演会のご案内について

（（一社）日本樹木医会北海道支部より）

⑧ 「建設工事着工期労働災害防止運動」の実施について

（北海道労働局より）

⑨ R8 春の全国交通安全運動ポスター等について

（北海道より）

⑩ 北造協創立50周年記念事業「特別講演会」のご案内

（北造協より）

⑪ 飲酒運転根絶啓発用ポスター・チラシの送付等について

（（公社）北海道交通安全推進委員会より）

⑫ 労務費ダンピング調査の実施及び工事費内訳書の様式見直しについて

（北海道建設部建設管理課工事管理係より）

その他、随時連絡・ファックスでもご連絡しております。

広報誌「みどり」第43号（新年号）ホームページに掲載中

年2回、協会事業の取組を掲載し発信させていただいております、広報誌「みどり」ですが、

今回より経費削減のため、会員ならびに関係者の皆様にはメールにて、ご案内をさせて

いただくこととなりました。（余部がありますので冊子希望の方は、お申し出ください。）

3月13日

3月9日

3月3日

3月3日

3月31日

3月18日

3月18日

3月23日

3月25日

3月27日

総務委員会よりご案内



会員MLでも、【注意喚起】をお願いしておりますが、北造協の名前を騙る不審メールが、

まだ届いているようです。再度【注意喚起】のご案内させていただきます。

【注意をお願いしたいポイント】

① 送信者が協会職員の名前になっていても、メールアドレスのドメイン（＠から後ろ）

が、hokuzoukyou.or.jpではないものは、当協会からのメールでは

ありませんので、開かずに削除してください。

② 最近では、「解凍パスワード」付きの不審メールも届いているようです。

手法が巧妙になっているようですので、より一層の注意をお願いします。

③ 添付ファイルの末尾（拡張子）が、.txtが多いですが、.pdfになっている

不審メールもあるそうです。①の事項を確認してください。

④ 不審なメール［Spam］［Virus Alert］等、普段と違う件名のメールを

受信された場合は、開かずに削除をお願いいたします。

⑥ また、USBメモリ等を使用し、複数のパソコン間でデータのやり取りをすると、

ウイルス感染・拡大の危険性が高まるそうですので、ご注意ください。

⑦ 会社のパソコンのウイルスチェックをお願い致しましたが、

まだ実施されていない場合は、早急にチェックをお願い致します。

事務局より






